








































































































































































































































































































































































































































































































































































柳原朱里（教育人間科学部 学校教育学科 2年） 













































































































































































































































































































































































（ 動物介在教育研究部 ） 
 
厚海玲奈（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
動物を教育のツールとして、動物の温もりや毛の質感等を直接実感
し命の大切さを学んでもらい、そして動物に触れる機会を作ってもら
うことと、動物が人にとって安全なように、動物にとってもストレス
がかからないように人に慣れた動物の育成をすることを目的として
いる。 
 
内容 
動物の触れ合いや動物に関するクイズを行い、命について学んでも
らうことを上野原や足立区の小学校で生活科等の時間等で飼育して
いる動物を連れて行う活動や大学に幼稚園児や小学生を招待したり、
上野原や甲府等のイベントの一角でブースを出し、動物の触れ合いや
科学実験を行うなど、様々な場所で活動を行っている。 
 
成果 
ふわふわしていて初めから可愛らしいウサギやモルモットに比べ
て恐い印象の多いヘビや気持ち悪いという印象の多いカイコなどを
触れ合いすることで、触感から意外に可愛いと思う子どもや怖くない
のだと思う子どもが増え、子どもの動物に対するイメージに変化があ
る。 
そして、動物介在教育活動を行うことで、私たち参加学生のコミュ
ニケーションスキルも上がり、活動を見守ってくださる第三者(小学
校や幼稚園の先生、親御さん等)からの評価も高い。 
 
課題 
活動を行う為には学生の手伝いが必要となります。参加学生が少な
いことで起こる、学生一人に対し、対象の小学生や幼稚園児を多数見
なければいけず、瞬時に対応できないことが問題となる。その為に、
参加経験のある学生から経験が浅い学生に活動での注意点や大事な
こと等を伝えていくことで参加学生を減らさないことが課題となる。 
 
今後の予定 
桂川フェスティバル、上野原の小学校・幼稚園、足立区の小学校、
帝京めぐみ幼稚園、秋山ふるさと祭り、甲府遊亀公園、科学の祭典、
富士湧水の里水族館等で活動を行う。 
 
 
動物クイズを行っている子ども達と学生 
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